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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会議名 令和２年度第２回長岡市障害者自立支援協議会 

２ 開催日時 
令和２年11月10日（火曜日） 

午前10時00分から午前11時20分まで 

３ 開催場所 長岡市社会福祉センタートモシア ３階 多目的ホール 

４ 出席者名 

（委 員） 嶋影 優子 副会長  五十嵐 ケイ子 委員  

       神村 典子 委員      桑原  拓 委員 

小林 由香 委員   近藤 和也 委員 

佐藤 泰子 委員   鈴木 陽子 委員 

数藤 武彦 委員   滝澤 宣浩 委員  

千野 昌広 委員   中川 よし枝 委員    

古澤 正雄 委員 

（事務局） 福祉保健部長  福祉課長  福祉課長補佐 

      福祉課障害者基幹相談支援センター長 

      福祉課障害活動係長  福祉課障害支援係長 

      子ども・子育て課子ども家庭センター相談担当係長 

ほか関係職員 

      相談支援センターふかさわ 

      障がい者支援センターあさひ 

      越路ハイム地域生活支援センター 

      相談支援センターふかさわ分室サンスマイル 

      障害者相談支援センターとちお 

５ 欠席者名 
相﨑 隆一 会長 入倉 光一郎 委員 鎌田 瑞樹 委員  

小林 秀治 委員 西脇 美智子 委員 

６ 議題 

（１）第６期長岡市障害福祉計画の内容について 

（２）第２期障害児福祉計画の内容について 

（３）各団体からの情報共有 

（４）その他 

７ 審議の内容 

発言者 内   容 

障害者基幹相談支

援センター長 

 

 

 

福祉保健部長 

 

本日は感染症対策のため、距離の確保、会場の換気を行っております。また、

できる限り短時間で終了できるように努めますのでよろしくお願いいたします。 

それではこれより令和２年度第２回長岡市障害者自立支援協議会を開会いたし

ます。開会にあたりまして、福祉保健部長が御挨拶申し上げます。 

 

 委員の皆様方におかれましては、日頃から長岡市の福祉の向上に御尽力いただ

いていますことに、あらためて感謝申し上げます。 
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障害者基幹相談支

援センター長 

 

 

嶋影副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者基幹相談支

援センター長 

 

Ａ委員 

 

 

障害者基幹相談支

援センター長 

 

嶋影副会長 

 

 

長岡市も新型コロナ感染症がここ数日で新たに確認され、引き続き注視してい

るところですが、全国的にも北海道を中心に増えてきていますので、皆様におか

れましては、御自身の体調管理、衛生対策はもとより施設におきましても対策に

ついて今一度徹底をお願いしたいと思います。 

本日は、第６期長岡市障害福祉計画及び第２期障害児福祉計画に関しまして、

皆様方からいただいた御意見を踏まえ、各部会などを通じて検討を行ってまいり

ました。それらを踏まえた修正案をまとめてきましたので、その内容について御

一読いただきます。一層の充実が図られるようお願い申し上げ、御挨拶とさせて

いただきます。本日はよろしくお願いいたします。 

 

次に、会長より御挨拶をいただくところですが、本日、会長が所用のため欠席

となっておりますので、副会長である、デイワークス中之島・嶋影様より御挨拶

をいただきます。よろしくお願いします。 

 

おはようございます。本協議会の副会長をしております嶋影です。本日は、会

長が御欠席ということで、代理として私から一言御挨拶申し上げます。 

すっかり寒くなってきまして、北海道や東北では初雪も観測されました。これ

からの季節はインフルエンザの流行も心配です。コロナウイルスもあり例年以上

に気が抜けない冬になるかと思いますが、引き続き対策をお願いいたします。 

本日の協議会は障害福祉計画、障害児福祉計画についてということで、この後

事務局から説明してもらう予定になっていますが、皆さんからの発言をいただく

時間も設けたいと思いますので、ぜひ御意見・御感想等教えてください。また、

会議がスムーズに進むよう、なにとぞ御協力のほどよろしくお願いします。 

では最後になりますが、なによりも皆様御自身の健康が大事ですので、御自愛

くださいますよう申し上げ御挨拶とさせていただきます。 

 

ありがとうございました。続きまして本日の出席者について御説明いたします。 

（出席者について説明） 

 

すみません。名簿の中で、私の肩書が違っておりまして、今後修正のほどよろ

しくお願いします。 

 

大変失礼いたしました。次回から修正させていただきます。それではこれから

議事へと移りますが、以降の進行につきましては副会長様よりお願いします。 

 

それでは、進行を務めさせていただきます。次第の３番目、第６期長岡市障害

福祉計画の内容について説明を事務局よりお願いいたします。 
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福祉課長 

 

嶋影副会長 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

 

嶋影副会長 

 

Ｃ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嶋影副会長 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料№１、№２により説明） 

 

 ありがとうございました。委員の皆様から何かありますでしょうか。９月のと

きに意見を出していただいていたＢ委員いかがでしょうか。 

 

感想になりますが、意見させていただいた施設入所者の方々の高齢化・重度化

が、私共の施設でも課題にあがっていて、そういった方々が地域の中で生活でき

るように体制を具体的に作っていけたらなと思っていますけども、職員一人一人

のスキルアップが今後必要ですし、市からも協力してもらって、今後の目標とし

て進めていけたらなと思って話を聞かせていただきました。 

 

ありがとうございました。同じくＣ委員いかがでしょうか。 

 

ショートステイについて、コロナのことで懸念があります。具体的に言うと、

高齢者と障害の子がいる家庭で、高齢者は介護保険施設でサービスを日常的に利

用していますが、県外に外出する人が家族にいた場合には１週間利用を停止しま

すと言われます。県外に出た家族は帰ってきてから１週間様子見が必要ですが、

そこで、例えば障害の子どもも事前にわかっていることであればショートステイ

に入れることで、家庭内での接触を避けられるのではないかなと思っても、契約

をしていないと、１か月くらいかかりますと言われる。県外に出かけた家族がし

ばらくどこかに移ることも難しく、どうしようか、とにかく家の中で注意するし

かない、そうやって高齢者と障害者とをみていなければいけない状況が多くの家

庭で起こっているのかな、それとも皆さん黙ってこっそり行かれているのかな、

と思うことがあります。長岡でコロナ感染が増えてきて、不安も増してきていま

す。まさに緊急であれば特例介護給付があるということは理解できます。ただ、

コロナに関して何かしらの対策が欲しいなという意味がありました。以上です。 

 

ありがとうございます。とても大切な御意見をありがとうございます。 

 

地域生活支援拠点の「体験の機会・場」の機能につきましては、特に精神の方

が一人暮らしになりますと、他者とコミュニケーションをとる場が非常に少なく

なります。精神の方々はやっぱりコミュニケーションに課題を持っている場合が

ありますので、話し相手をリハビリ活動としての援助と捉えていただけないかな

と思っております。介護保険ですと、介護保険サービスとしては行われていませ

ん。お友達とかボランティアとか家族で、ということなのですが、やはり精神の

方に関しては、話し相手をリハビリ活動と捉えていただいて、支援していただけ

ないかなという個人としての願いがございます。 
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嶋影副会長 

 

Ｅ委員 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

嶋影副会長 

 

福祉課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ委員 

 

Ｇ委員 

 

 

 

 

ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

 

感想になりますが、私も運営会議で携わらせていただいて、御意見させていた

だきましたが、施策について文章として反映していただいたところを事務局の皆

さんには御礼申し上げます。やはり数字を見ると年々増加傾向にあり、今後も増

えていく一方なのかなと思います。そのためにどういう対応が必要なのかという

ことが、この計画であり、今後我々に課せられていることだと思いますが、今後

どうこれを実現していくのか、私たち事業所はもちろんですが、行政の方と一緒

にタッグを組んで考えていかなければいけないと思っています。 

 

先ほどＤ委員からもお話があった相談援助とか、ソーシャルスキルトレーニン

グについて、医療現場では個別でドクターの指示があればちょっと受けられてい

るかな、と感じていますが、学校教育の中では、中学までは受ける場があるもの

の、高校になると、県内でも長岡の一つの高校だけなので、何か障害者施策のと

ころにあるといいなと感じました。 

それと就労移行のことがたくさん載っていますが、サービスは受けずに、特別

支援学校とか普通高校を卒業して就労する場合が多いと思います。そういうこと

が、計画のどこかに書いてあれば教えていただければと思います。 

 

ありがとうございます。今のことに関して事務局どうでしょうか。 

 

 お手元の障害福祉計画には、おっしゃるとおり就労移行支援等の障害福祉サー

ビスの見込みが書いてあります。ただ、この障害福祉計画よりも前の、障害者基

本計画部分に、長岡市で独自で行っている市役所実習ですとか、企業実習に行く

ときにサポーターが支援をするといった、障害福祉サービスを利用せずに就労に

向けて頑張っている方を支援する取組みについて記載しています。その部分は、

この協議会ではなくて、障害者施策推進協議会という別の協議会が議論すること

となっております。その情報についても、議論を経て皆様にお示しできるような

段階になりましたら情報提供したいと思いますのでそちらをご覧いただければと

思っております。 

 

ありがとうございました。 

 

先ほど、お二人の委員から話がありました、精神の方々のリハビリテーション

の場については、ごもっともだなと思いました。特に、Ｄ委員のお話をお聴きし

て、医療現場ではデイケアとかそういう形ではやっているけれど、確かにあまり

一般化していないように思いました。それから、ソーシャルスキルトレーニング

についても、今はむしろ作業療法士がそういう技能を身につけているけれども、



5 

 

 

 

 

嶋影副会長 

 

 

 

 

 

子ども家庭センタ

ー相談担当係長 

 

嶋影副会長 

 

Ｅ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嶋影副会長 

 

 

Ｈ委員 

 

 

 

 

 

嶋影副会長 

 

福祉現場のほうで配置されているということがないので、確かに、ニーズと提供

に少し乖離があるように感じました。非常に参考になりました。 

 

ありがとうございます。他にございませんでしょうか。大切なお話をたくさん

いただきました。計画のことについては、市も、私達も、それぞれが各々の役割

の中でしっかり課題に取り組んでいただきたいと思います。 

では次第の４に移りたいと思います。第２期障害児福祉計画の内容についての

説明をお願いします。 

 

 （当日配布資料により説明） 

 

 

ではこのことに関しまして、何かありましたら挙手をお願いいたします。 

 

感想としては、やはり年々対象者の方が増えていくという見込みの中でどれだ

け施設のほうで対応できるのか、本当に大きな課題だと思っています。繰り返し

になりますが、行政からも御協力をお願いしたいです。 

また、医療的ケア児については、現在全国に約２万人いると言われ、右肩上が

りです。日本は、新生児に限っては、1,000人の方に対してその死亡率が１名、こ

れは世界で１番です。背景としては医療技術の進歩がありますが、何らかの医療

的ケアを必要として生活されていく方が増えている裏付けでもあります。今後ま

た支援体制を整えていく必要がありますが、なかなか制度的にも始まったばかり

です。現状として、野田聖子議員らが、医療的ケア児の支援に関する法律を作ろ

うと頑張られているところです。制度のはざまの方も増えてきている現実があり、

そういったところへの支援についても、また皆様にも御協力いただきながら考え

ていければと思っています。 

 

ありがとうございます。他にございませんでしょうか。それでは、続いて、次

第の５、各団体からの情報共有について、いかがでしょうか。 

 

私のほうから、11月 22日に開催の「福祉・介護・健康フェア」に関して周知さ

せていただきます。私どものほうでは、成年後見制度セミナーの開催を予定して

います。長岡公証人合同役場の方を講師としてお招きし、任意後見制度等につい

てお話いただくこととしています。ぜひ多くの方から御参加いただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 

ぜひ、皆様の団体の中でも周知いただければと思います。他になければ、予定

していた議事は以上になりますので、進行を事務局にお返ししたいと思います。 
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障害者基幹相談支

援センター長 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

障害者基幹相談支

援センター長 

 

 

 

 

障害活動係長 

 

 

 

 

 

障害者基幹相談支

援センター長 

 

 

 

障害者基幹相談支

援センター長 

 

 

それでは、次第の６番、その他でございます。事務局から、２点御報告がござ

います。 

私から、表彰の関係で御報告させていただきます。この度の長岡市表彰におい

て、長年に渡り民生委員・児童委員として児童、高齢者、生活困窮世帯への見守

りや声掛けに努められ、地域社会の担い手として寄与されたということで、本日

御出席の委員が表彰されました。今後の御活躍を祈念いたしまして、御報告とさ

せていただきます。せっかくですので、委員から一言いただければと存じます。 

 

 ありがとうございます。私が民生委員になったのは、平成 16年からだったと記

憶しています。民生委員になって、あらためて、地域には色々な方が生活されて

いるのだなということをつくづく感じました。任期はあと２年ありますが、これ

からもがんばろうと思っています。皆様本日は本当にありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。それから、本協議会委員以外の方で、障害福祉分野

でも表彰を受けられた方がいましたので御報告いたします。長年に渡り知的障害

者相談員として、知的障害のある方からの相談対応に努められたということで、

五十嵐 勝彦さんが受賞されました。今後の御活躍を祈念いたしまして、御報告と

させていただきます。 

 

 次に、「アール・ブリュットまちかどギャラリー」について周知させていただき

ます。11 月 21 日から 12 月 22 日まで開催され、主に県内の作家による作品を 20

点余り、アオーレなど４カ所で展示し、障害のある方のありのままの感性で表現

された作品の魅力を御紹介します。皆様からもぜひ御来場いただいて、作家の個

性や作品のパワーを感じていただけたら幸いです。 

 

 それでは予定していたことについては以上となりますが、全体通しまして何か

ございましたらお願いいたします。 

 

（意見なし） 

 

 それでは、以上を持ちまして、令和２年度第２回長岡市障害者自立支援協議会

を閉会いたします。本日は誠にありがとうございました。 

 

 


